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1点検整備について

1)点検整備の概要
自動車は、保安基準に適合していることが運行の要件とされており、道路運送車両法では、自動
車の点検整備を行い、常に保安基準を適合させる責任は自動車使用者にあると定められていま

言って、自動車使用者は日常点検及び定期点検を行わなければならない胤ています。
トレーラを安全かつ有効にお使いいただくために、法令及び弊社指定の推奨基準に基づいて、
日常点検、定期点検整備を必ず実施してください。

2)日常点検
日常点検は、使用者又は運転者が1日l回、その運行の開始前に行う点検です。

3)定期点検及び弊社指定の点検整備
1)定期点検は、道路運送車両法第48条第1項及び自動車点検基準により、自動車の種

別毎に点検時期及び点検項目が定められています。
2)トレーラの各機器の性能を維持するためには、定期点検以外の点検整備も必要となりま

す。
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2点検整備方式
点検項目と時期について以下の表に示します。

記号の意昧
.および女:法定項目

日常点検の女印 走行距離、 運行時の状態等から判断した適切な時期に行うことで足りる項

目を示す。
定期点検の女印自動車検査証の交付を受けた日または当該点検を行った日以降の走行

距離が3月あたり2千km以下の自動車については、前回の当該点検を行う
べきこととされる時期に当該点検を行わなかった場合を除き、 行わないこと
ができる項目を示す。

。、 O及びム:弊社が指定する項目
本o ~n: 備考欄に記載した適切な時期に行う項目 を示す。
o~n: シビアコンデ、イション項目 で下表のいずれかに該当する場合に点検すべき項 目 を示す。

(、ンピアコンディションについてはP36参照のこと)

点検 整 備項目
点検整備時期

被牽引自動車

日
l 3 

l 備考
点検箇所 点検内容

常
月 月

2 

点 月
検

A惇- 毎
毎

プレーキ・へ。グル プレーキの効き具合 • • • 連結状態

引きしろ • 。 • • ブeレーキの効き具合 O • • 駐車プレーキ機構 ねじ部の摩耗及び損傷 O O ハンドル式駐車フeレーキ車のみ

駐車フeレーキ・ハー/レプの排気口から
O O 

スフ.りング式駐車プレーキ車の
の排気音の状態 み

ホース及びハ。イプ 漏れ、損傷及び取付状態 O O • • 連結状態
ディスク・キャリハ。 機能、摩耗及び損傷 O ディスク・プレーキ車のみ

ロッドのストローク 。 • • 連結状態
機能 O 。 • 7'レーキ・チャンハー
スプリングチャンハ‘のスブ。リングの錆お
よび損傷 O 2年ごと

布。
機能 O 

O ・連結状態
リレー・エマーシe工ンシ・ハVレフe

リレー・ピストン部の凝水 010 
O 冬季前

動 (けん引自動車の)
空気圧力計 空気圧力の上がり具合 • 装
プeレーキ・ハツレブ守(リレー・エ りレー・エマーシーェンシ・ハツレフーからの排 • 連結状態
マーシ.エンシ・ハツレ7') 気音の状態

プレーキ・カム 摩耗 O • 置
プレーキ・カムシャフト 摩耗及び損傷 。 O 

トヲムとライニングとの隙間 。 • • プレーキ・ドラム及び シューの摺動部分及びライニングの
。 * * ドラム・7'レーキ車のみ

プレーキ・シュー 摩耗

ドラムの摩耗及び損傷 O • ハ@ック・プレート ハeック・プレートの状態 • テずイスクとハらドの隙間 O ヲ崎 * プレーキ・テeイスク及びハ。ッドハ。ツ卜守の摩耗 。 ヲ崎 * 
ディスク・プレーキ車のみ

ディスクの摩耗及び損傷 。 • 分離プレーキ エマーシーェンシ・プレーキの作動確認 O 連結状態

ロード・センシンク。・ノぐルプ 取付状態 O O 連結状態 取付車のみ
機能 O O 

トeレン・コック 漏れ O 
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点検整備項目
点検整備時期

被牽引自動車

日
3 

I 備考

点検箇所 点検内容
常

月 月
2 

点 月
検

毎 昨必一一

昨ルー

オートスラック・アシ苧ヤスタ 機能 。O O 自動調整式車のみ
警告灯の作動確認 O O 

市リ 部品の機能確認 O 
動 車輪速センサの作動確認 O 

連結状態
装 ABS装置 電気配線接続部の緩み及び損

置 傷
O O ABS付車のみ

コントロール・ハソレブ'Cモ、ンaュレータ)の作
O 

動確認

アクス/レ 亀裂、損傷及び変形 O O 
空気圧 • 亀裂及び損傷 • タイヤ
異常な摩耗 • 溝の深さ * 走
ディスク・ホイールの取付状態 • 車両総重量8トン以上の被け

んヲ|自動車のみ

11' タイヤの状態 ヲ貨 * ホイール・ナット及び 。。• • 装 ホイール・ボルトの緩み

ホイール・ナット及び、 。• 車両総重量8トン以上の被け

置 ホイール.;j;'!レトの損傷 ん引自動車のみ
ホイール

りム、サイト¥リンク及び
ディスク・ホイールの損傷

。O • ホイール・へ'yYングのがた O • ハフ'キャップ@の取付状態 O O 
車軸のアライメント O 
スフ。リングの損傷 。• • リーフ・サスへ.ンション
取付部及び連結部の緩み、がた O • りーフ・サスへ。ンション車のみ
及び損傷 *0 *納入後及び交換後1カ月
スフ固リング摺動面の摩耗 O 
エア漏れ 。• • へ辛口一ス干の損傷 。

* * トレーリング・アームの損傷 。O O 
緩 トレーリング・アーム取付ホールトの緩み O 

取付部及び連結部の緩み、並び ヲt * エア・サスへ。ンション車のみ種Iエア・サスヘ。ンション に損傷 *0 連結状態

レへVング・ハ.ルフ.の機能 • *納入後及び交換後1カ月

装 レバリング・ハソレプの
O O 

ロッド取付部の損傷

置 プ。ロテクション・ハ。/レブeの機能 O 
ハイト・コントロール・ハツレ7'の機能 O 
油漏れ及び損傷 .1. 

取付車のみショック・アフ，，'}←/ぐ O 
取付ボルトの緩み

*0 
*納入後及び交換後1カ月

ウォーキング・ビーム・
連結部のがた及び損傷 O ウォーキング・ビーム・

010 サスヘ。ンション車のみサスへ。ンション フ4ラケット取付部の緩み及び損傷
*0 *納入後及び交換後1カ月

電 ハ‘ッテリ
液量 O 

取付車のみ
ターミナル部の接続状態 O O 

hメ~
電気配線 接続部の緩み及び損傷 O • • 装
灯火装置 点灯または点滅具合、

置 及び方向指示器 汚れ及び損傷 • 連結状態
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点検整備項目

点検箇所 点検内容
i
2
月
毎

3
月
毎

1
月
毎

日
常
高
績

備考

~ Iトン・ テープ
リ

ド|ト'ローハ'
ロ

ハ lド ーローハ・サホート

自動昇降装置

ム、 A及びロ弊社が指定する項目
A印 使用開始から5年以上経過した被けん引自動車の場合に点検すべき項目を示す。
・印 シビ7コンテ.ィション項目に該当する使用から5年以上経過した被けん引自動車の場合に点

点検箇所 点検内容
1
2
月
毎

3
月
毎

1
月
毎

日
常
点
検

備考

ム
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3点検整備実施上の注意

。点検整備実施上の注意
点検の際に特に注意を要する事項について、「自動車の点検及び整備に関する手引きJ(国土
交通省告示第317号、平成19年3月14日)によると、次の通りとなっています。

(J)安全な場所を選ぶ。
(2)ユーザー自身が定期点検のうち一定部分を行おうとする場合には、知識、技量に見

合ったものを行う。
(3)適切な機械・工具や測定器具を使用する。
(4)自動車をリフト・アップする場合には、適切なジャッキ、スタンド、リフトなどを使用して安

全に点検を行う。(自動車に備付けの簡易なジャッキはタイヤ小型自動車のタイヤ交換
時に使用するものです。)

2)定期交換部昂
定期交換部品とは、トレーラの安全を確保する上から、走行や時間の経過に伴って摩耗・劣化
する部品のうち、通常の点検ではその摩耗・劣化度合いが判定困難なものや、その後の保安を
確保し得る期間が予測しにくいものを対象としたものであり、従って、交換にあたっては、指定す
る時間(期間、走行距離など)を参考としてください。
摩耗限度については、参考資料の項を参照してくださいロ

会主な定期交換部品
・ブレーキ・チャンバのダイヤフラム及びゴム部品
.ブレーキ・ホース
・ヱア・ブレーキ・ホース・カップリンク、の，{';Iキン類
.ブレーキ用機器のゴム部品及び，{ッキン類
・ブレーキ用機器のブッシュ類・1;1:ね類
・リレー・ヱマージェンシ・バルブのゴム部品
.ホイール・ハブ・ベアリングのオイルシール

"'、ブ・キャップ・シール
-ブレーキ・チャンパのスプリング・チャンパ部
・リーフ・サスペンション車のラジアス・ロッド・のゴム・ブッシュ
・1)ーフ・サスペンション車のイコライザのゴム及ひ'メ9ル・ブッシュ

・工ア・サスペンション車のベローズ
・エア・サスペンション車のアームのゴム・ブッシュ
・ショック・アブソーパ
※具体的な定期交換部品、交換時期については、参考資料の項を参照してくださし、。

3)激しい使い方をレた煽合〈シビアコンディション〉
本項点整備方式において、走行距離が多い、未舗装路での運行が多い等、厳しい条件(シビア
コンデイ‘ンョン)で使用された車両は、法定点検に加え、定期的な点検及び交換すべき内容指定
しています。
車両の使い方、普段走行している場所などを間取り、トラクタの走行距荷量計、日報などにより走行
距離を確認し、シヒ、アコンディ、ンョンかどうかを判断し、シヒ、アコンデ、イ、ンョンの該当車両について

は、本書の指定に従ってください。
く1>シピ7フコンディ ションの判定

悪路(凸凹路、砂利道、 |走行-距運離転の者附が体以に上衝が撃次(突のき条上件げに感該)当する場合
A 

雪道、未舗装路等) 撃 を感じる荒れた路面
-車体が左右に振られる荒れた路面

日 走行距離が多い 10.000km以上/1ヶ月走行する場合

山道、登り降りの頻繁な 走行距離の30%以上が次の条プレ件ーにキの該使当する場合
C 

走行
-登り降りの走行が多く、 用回数が多い場合
-車体が左右に振られる回数が多い場合

D 牽引多自用動車の駐車プレ 渋滞、荷役待ち等で駐停車の回数が多く、牽引自動車の駐車プ

キの レーキを多用(20回/目前後)する場合。
上記 A.B，C，Dの何れかに該当する走行条件。
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く2>シビアコンテ、ィション点検の設定

定期点検内容のうち、シビ、アコンデ‘イションにより、車両への負担度合が大きく影響する内容を、

弊社が指定する時期に繰り上げて実施してください。

(1)1月毎のシビアコンデ、イ、ンョン点検内容

メーカー指定
法定点検時期

点検箇所及び点検内容 シビアコンテ'イ、ンョン
点検時期

o内はメーカー指定

l駐車ブレーキ機構ー引きしろ 1月 3月
2ホース及びパイプ:漏れ、損傷及び取付状態 1月 3月
3ブレーキ・チャンパ:ロッドのストローク 1月 3月
4ブレーキ・ドフム:ドフムとフイニングfとのすき間 1月 3月
5フeレーキ・シュー:、ンューの摺動部分及び、フイニングの摩耗(距離項目) 1月 3月(注)
6ブレーキ・ディスク:プ、イスクとパッドのすき間(距離項目) 1月 3月(注)
7ブレーキ・プ、イスク:パッド、の摩耗(距離項目) 1月 3月(注)

8オート・スフック・アジャスタ:機能 1月 (3月)

9ホイール:ホイールナット及びホイーノレボルトの緩み 1月 3月

10 ホイール:ホイールナット及びホイーノレボルトの損傷 1月 12月

11 ホイーノレ:リム、サイド・リング及びデ、イスク・ホイールの損傷 1月 12月(3月)

12 リーフ・サスベン、ンョン:スプリングの損傷 1月 3月

13 エア・サスベン、ンョン・ベローズの損傷(距離項目) 1月 3月(注)

14 車軸自動昇降装置:ベローズの損傷 1月 (3月)

15 その他:シャーシの各部の給油脂状態 1月 3月
注)走行距離が3月あたり2000km未満の場合には省略できる項自 (2回連続で省略はできない)

(2) 3月毎のシビアコンディション点検内容

メーカー指定
法定点検時期

点検箇所及び点 検 内 容 シヒ守アコンテeイション

点検時期
()内はメーカー指定

lブレーキ・チャンパ:機能 3月 12月
2ブレーキ・カム.摩耗 3月 12月
3ブ‘レーキ・カムシャフト:摩耗及び損傷 3月 (12月)

4ブレーキ・ド、フム.ドフムの摩耗及び損傷 3月 12月
5ブレーキ・ディスク:フ2イスクの摩耗及ひ、損傷 3月 12月
6ハブ、ソ¥ブ・ベアリングのガタ 3月 12月

(3)シビアコンデ、イション交換部品

推奨定期交換部品
シビアコンデ、イ、ンョン

交換時期

1ブレーキ・チャンパのダPイヤフフム及びゴム部品 1年

2ブレーキ・ホース 1年

3エア・ブレーキ・ホース・カップリング、のパッキン類 1年

4ブレーキ用機器のゴ、ム部品及びパッキン類 1年

5リレー・エマージャンシ・パノレブ、のゴム部品 1年

6ホイール・ハブ・ベアリングのオイル・シール 1年

7ハプ・キャップ・シール 1年

8ブレーキ・チャンパのスプリング・チャンパ部 2年

9リーフ・サスペンション車のフジアス・ロッドのゴ‘ム・ブ、ツシュ 1年

10 リーフ・サスベン、ンョン車のイコフイザのゴ‘ム及びメタル・ブ、ツ、ンュ 1年

11 エア・サスペンション車のベローズ 2年

12 エア・サスベン、ンョン車のアームのゴムブ、ツ、ンュ l年

13 ショック・アブ、ソーバ 2年
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4)長年使用し続けた甥合
本項の点検整備方式には、長年使用し続けた被けん引自動車(長年使用し続けたとは、使用開
企古から5年以上経過したものをいう)の点検内容、点検整備についても指定しています。

点検箇所及び点検 内 容
メーカー指定

法定点検時期
点検時期

iアタスノレースヒ・ンドノレの亀裂及ひ.損傷 12月
2ホイノレハプの亀裂、損傷及び変形 12月
3ホイ ノレホイ ノレナットおよびホイ ルボノレトの繍傷 3月 12月

日用語
本項の主な用語の意味は次のとおり。

点 検 部品の摩耗、損傷、破損及び各装置の機能などについて調べたり、測定する
作業をいう。

遊 び 各機構の連結部または接触部には潤滑、その他の目的のために適正なクリア

が fこ

ランスが必要である。従って、製作当初からあらかじめ必要最与えられている。
このクリアランスは、使用に伴ってその量が増加するが、ある限皮肉ならば保安
上または機能上障害とならない。この限度までを「遊びJと呼ぶ。

「遊び」の限度を超えてクリアランスが増大したものをしづ。

へたり ばねなどの衰損具合をし、うが、目視または計測により良否を判断する。

劣 化 ゴム、プラスチック製品なとoで、当初の柔軟性(または剛性)が失われ、もろく破
損しやすい状態をいう。
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4点検整備の実施方法

1〉制動装置

| ブレーキ・ペダル

・点検内容:ブレーキの妨き具合
1.乾燥した路面を走行し、ブレーキペダルを踏んだ時、踏み力に応じた制動力が得られ、進

行方向にまっすぐに停止することが出来るか点検する。
2. ブレーキ・テスタで点検する場合は、左右前後輪の制動力の総和及び左右差が規定値にあ

るかを点検する。
※制動力の和は検査時車両状態の軸重の50%以上あること。
※制動力の左右差は検査時車両状態の軸重の8%以下であること。

点検の実施方法
けん引車と連結し、低速(5'"'-'10km/h)で走行し、プレーキペダルを踏んで、ブレーキの効き具合
を点検してください。

判定基準

í~速て発進レ、

〈コ口口

ブレーキの効き具合は充分であり、まっすぐに停止し、片効きしていないこと。

整備実施

⑤ 

ブレーキ調整、ドラムとライニングの隙問調整、ライニングの摩耗チェック、ドラムの摩耗チェック、
リレーバルブ、の機能チェック、ブレーキ・ホースからのエア漏れチェック、ブレーキ・チャンパ・ロツ
ド、のストローク、スラックアジャスターの機能チェック等。

駐車ブレーキ機構 〈スプリング式駐車ブレーキ〉

・点検内容:ブレーキの刻き具合
1.乾燥した急坂(5分の1(20%)勾配)の路面で、停止状態が保持できるか点検。
2. ブレーキ・テスタで制動力が規定値以上あるかを点検

※制動力の総和は検査時車両状態の重量の20%以上あること。

判定基準
坂路で停止保持できること。

整備実施
ブレーキ調整、ドラムとライニングPの隙間調整、ライニングの摩耗チェック、ドラムの摩耗チェック、
リレーパルプの機能チェック、ブレーキ・ホースからのエア漏れチェック、ブレーキ・チャンパ・ロツ
ドのストローク、スラックアジャスターの機能チェック等。
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-点検内容:駐車ブレーキ・パルプの排気口からの排気音の状態
1. トラクタと連結させ、規定の空気圧の状態で、パーキングコントロール・パノレブを駐車プレー

キ作動側に操作したとき、卜レーラのスプリング・ブレーキ・チャンパが作動し、ブレーキがか
かるかを点検する。
また、作動時にブρレッシャー・コントロール・バルブ、からの排気音が正常であるかを点検する。
パーキング・コントロール・パルプを解放側に操作したとき、スプリング・ブレーキ・チャンバが
元に戻り、ブレーキが解除するかを点検する。

排l<1=?~

判定基準
排気音が正常に確認されること。エア漏れなきこと。

ホース及びパイプ

・点検内容:漏れ、損暢及び取伺状態

※ 
卜レーラのエア・タンク内圧が規定
値以下では、バルブ、操作で、解除

できない事があります。その場合
は、エア・タンクに既定の空気圧を
充填してから点検してください

1.トラクタと連結させ、規定の空気圧の状態で、補助者にブPレーキベダソレをいっぱいに踏み込
ませ、ホース及びパイフ。の接続部に石鹸水などを塗ってエア漏れがなし、かを目視などにより
点検する。
またはエンジンを始動させ、タンク内圧力が規定値に達したときエンジンを停止させ、圧力
計により空気圧の保持状態からエア漏れがなし1かを点検します。

2. 走行中の振動やハンドル操作などによりパイプ及びホースが車体その他の部分と接触の恐
れがなし、かを目視などにより点検する。

3. ホースに劣化によるふくらみ、亀裂及び損傷がなし、かを目視などにより点検する。
4. 接続部及びグランプに緩みなどないかをスパナなどにより点検する。

判定基準
他部と接触してないこと。クリップなどで、確実に固定されていること。
傷、エア漏れなどなきこと。

※ブレーキ・ホースを構成しているゴ、ムや繊維層は使用するにつれ、疲労や老化が進みます。
参考資料の項を参照し、定期的に交換してください。
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ブレーキ・チャンパ
・点検内容:ロッドのストローク

1.トラクタと連結させ、規定の空気圧の状態で、補助者にブレーキ・ペダルをいっぱいに踏み
込ませ、ロッドのストロークが規定の範囲にあるかをスケールなどにより点検する。

一平A

-点検内容:機能

O~ 
3 

点検の実施方法
作動時と、非作動時のロッド、の長さを直尺などで、測
定し、作動時非作動時=ストロークを算出する。

判定基準
ストロークは車両によって異なるため、パーツリストな
どで確認するか、弊社へ問合せのこと。

1.トラクタと連結させ、規定の空気圧の状態で、補助者にブレーキ・ペダルをいっぱいに踏み
込ませ、ブレーキチャンパのグランプ。まわり、ホースの接続部に石鹸水などを塗ってエア漏
れがないかを目視などにより点検する。

2. ペダルを戻したときのブレーキ・チャンパ・ロッドの戻りに異常がなし、かを目視などにより点検
する。

3. ブレーキ・チャンパを分解する場合には、ダイヤブラム、スプリング、ゴム部品などに損傷、劣
化がないかを目視などにより点検する。

A注意 ・スプリング・ブレーキ・チャンパの分解禁止
ぷ:J:.#1!:' スプリング・ブレーキ・チャンパには強力なスプリングが入っています。不用

意に分解するとスプリングが飛び出し、重大な事故の原因となります。

判定基準
ブレーキ・チャンバの機能に異常がないこと。

※ダイヤフラムなどのゴ、ム部品は使用するにつれ、疲労や老化が進みます。参考資料の項を
参照し、定期的に交換してください。

リレー・エマージェンシ・パルプ

・点検内容:機能
1.トラクタと連結させ、規定の空気圧の状態で補助者にブレーキ・ペダノレをいっぱいまで踏み

込ませ、リレー・エマージェンシ・パノレブPからエア漏れがなし、かを音により点検する。
また、ペダルを戻した時、パルプからのエアの排出に異常がなし、かを音により点検する。

2. リレー・エマージェン、ン・バルブの入口側と出口側に圧力計を取付、トラクタと連結させ、規
定の空気圧の状態で、補助者にプPレーキペダルを踏み込ませ、入口側と出口側の圧力差
が規定の範囲にあるかを点検する。又は、分解してパルプ、ピストン、ダイヤブラム、スプリン
グ、ゴム部品などに損傷、へたり及び劣化がないかを目視などにより点検する。

判定基準
リレー・エマージェンシ・パルプの機能に異常がないこと。

※ダイヤブラムなどのゴ‘ム部品は使用するにつれ、疲労や老化が進みます。参考資料の項を
参照し、定期的に交換してください。
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ブレーキ・力ム・シャフト

・点検内容:摩耗及び損傷
1.リフト・アップpなどの状態で、ブレーキ・ドラムを取り外し、カム面に摩耗や損傷がないか、とく

に波状摩耗などないか目視などにより点検する。
2. リフト・アップなどの状態で、ブレーキ・カム・シャフトを取り外し、カム・シャフト及びスプライン

部に摩耗及び損傷がなし、かを目視などにより点検する。
3. リフト・アップ。などの状態で、ブレーキ・カム・シャフトを取り外し、カム側ブッシュ部及びスラッ

クアジャスタ側のブッシュ部の外形をノギス等により測定する。

ーィン部 /'ノ

判定基準
著しい摩耗、損傷のないこと。※摩耗限度に関しては参考資料の項を参照のこと。

ブレーキ・ドラム及びブレーキ・シュー

・点検内容:ドラムとライニングとの隙間
1.自動調整方式の場合

トラクタと連結させ、リフト・アップなどの状態で、ブレーキ・ペダル又は駐車ブレーキ・レバー
を数回操作し、ブレーキ・シューを安定させた後、タイヤを手で回したとき、引きずりがなし、か
を点検する。

2. 手動調整方式の場合
トラクタと連結させ、リフト・アップなどの状態で、ブレーキ・ペダル又は駐車ブPレーキ・レバー
を数回操作し、ブレーキ・シューを安定させた後、点検孔のあるものはシックネス・ゲージに
より、または点検孔のなしものはアジャスタにより、隙聞を点検する。

判定基準
タイヤが手で回せること。
隙間の基準は、約0.4mm~O.6mm

整備実施
標準隙聞を超えている場合は、スラックアジャスターの調整、またはライニングを新品に交換
すること。

・点検内容:シユーの摺動部分及びライニングの摩耗
1. 3ヶ月点検時(1カ月点検時:シビ、アコンデ、イション)

ライニングの残量を直接確認で、きる点検孔を有する構造、またはパック・プレートが取り外せ
る構造の車両にあたっては、以下の手順で点検を行う事ができる。
ただし、点検孔、又はパック・プレートが取り外せないものや、点検の結果、ライニングの残
量が使用限度に近づいている場合や、異常が認められた場合は、ドラムを取り外しての点
検を行ってください。
①ドラム・カバーを取り外すか、ライニング残量点検干しから、ライニングの残量を目視

で点検する。また、ライニング‘の端面に亀裂、剥離などの損傷がないかを目視で点
検する。
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②低速で走行し、緩やかにブレーキを踏んだとき、ブレーキから異音が発生しないか
を点検する。(リベット、ボルトの緩み)

③リフト・アップρなどの状態で、手でタイヤをまわし、ブ、レーキをペダルを踏んだ状態か
らペダノレを放したときに、すぐにタイヤが回せるかで、シューの戻り不良(ブレーキ
の引きずり)がないかを点検する。

2. 12ヶ月点検時
-ブレーキドラムを取り外し、次の点検をする。
①ライニングに異常な摩耗や、損傷、剥離がないかを目視などにより点検する。
②ライニングの厚みをスケールなどにより点検する。
③リベット、ボルトに緩みがなし、かを点検する。

・シューを分解する場合には、次の点検をする。
①ブレーキ・シューの摺動部分の異常な摩耗や損傷がないか。
②アンカー・ピンの摩耗や、錆付き状態、リターン・スプリングのへたりがないか。
③カム・ローラがスムーズ、に作動するか。
④調整装置がスムーズに作動するか。

リターン・スヲ.リング

-点検のポイント
l.ブrレーキ・ライニングの有効厚さの点検。

ブレーキ・ライニングには有効な厚さがあり、摩耗限度が規定されています。ライニングの側
面に段差を設け、摩耗限度を表示していますので、この段差に摩耗が近づいたらライニング
を早めに交換するようにしてください。

2. ブレーキ・ライニングは使用に伴い、熱の影響を受けて消耗します。その際、表面に亀裂、
割れ、剥離などを起こす場合があり、深い亀裂や著しい剥離などがある場合、ライニングの
厚みが摩耗限度以上で、あっても、ライニングを新品と交換してください。

-注意事項
ブート・ブレーキ、トレーラ・ブレーキを使いすぎると、ブ、レーキライニング、ブレーキ・ドラムの早期
摩耗や、ブレーキ・ライニング等が過熱し、ブレーキの効きが大幅に低下するフェード現象が発
生しますので注意してください。
1)車間距離の確保

充分な車間距離を確保し、ブレーキの多用は避けてください。
2)トレーラ・ブレーキの多用禁止

トレーラ・ブレーキのみの多用は、ブレーキ・ライニング、ブレーキ・ドラムの早期摩耗の
原因となりますので避けてください。

3)規定内積載での運行
最大積載量以内で運行し、過積載での使用は行わないで、ください。また、積み方につ
いても第5輪と後輪にバランスよく積載してください。

4)補助ブレーキの使用
長い坂道を下るときはアート・ブレーキの使用を最小限とし、エンジン・ブレーキ、エキ
ゾースト・ブレーキあるいはリターダ・ブレーキの補助ブレーキを使用してください
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ブレーキ・ライニングの異常による現象
ブレーキ・ライニングに異常があると、次のような現象がおこります

J 

現象 現象の原因

①ブレーキ・フイニング、またはブレーキ・ド、フムにオイルや水が付着し
ている。

ブレーキの片効き
制動力不足

②ブレーキ・シューのクリアランス調整が悪い。
③ブレーキ・ライニングとブレーキ・ドラムとの当りが悪い。
④ブレーキの使い過ぎによるフェード現象。
①ブFレーキ・フイーング.が使用限度以上に摩耗して、リベットが露出し
ている。

制動時に騒音が出る ②ブレーキ・ライニングの表面が硬化して、ツルツルになっている。
(過積載、下り坂のブレーキ多用など)
③アンカー・ピンが摩耗またはプッ、ンュが摩耗。

※制動力の違うライニングを使用し続けると、ブレーキの片効きの原因となりますので、ライニングの
交換は、 l車由分セットで、行ってください。

-点検内容:ドラムの摩耗及び損傷
1.リフト・アップなどの状態で、ブレーキ・ドラムを取り外し、ドラムの内面に異常な摩耗(条痕、

偏摩耗、段付き摩耗)、ヒートクラック、亀裂、損傷などがなし、かを目視などにより点検する。

※ドラムの状態の判定については、 P20の表を参照してください。

2. ドラム内面の摩耗量をシックネス・ゲージなどで計測してください。

判定基準
代表的なドラムの摩耗限度は以下のとおり。
ドラムサイズ|新品内径|摩耗限度
22.5インチ用| φ420 I φ423 
17.5インチ用| ゆ310 φ313 

※ドラム摩耗についての注意点は、 P19を参照してください。

パック・プレート

・点検内容:パック・プレートの状態
1. リフト・アップρなどの状態で、パック・ブロレートに亀裂、損傷、変形がなし 1かを目視などにより点

検する。
2. リフト・アップなどの状態で、パック・プレートの取付ボルトに緩みがなし、かをスパナなどにより

点検する0

・注意事項
パック・プレートはドラム内への異物侵入を防ぐためのカバーです。薄板で製作されているため、
腐食によるダメージは他の部品より著しく顕れます。塩害の影響が多い地域では、バック・プレー
トの損傷には特に気を付けてください。
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分離ブレーキ

・点検内容:エマージェンシ・ブレーキの作動確認
1. トラクタと連結させ、規定の空気圧の状態で、サプライ・ライン(エマージェンシ・ライン)の

ホース・カップリングを切り離したとき、トレーラのブレーキ・チャンパが作動し、ブレーキがか
かるかを点検する。なお、駐車ブレーキ対応車は、トラクタ側の駐車ブレーキを解除した状
態で点検する。

2. 上記の状態から、再度サプライ・ライン(エマージェンシ・ライン)のホース・カップリングを接
続したとき、ブレーキ・チャンパが元の状態に戻り、ブレーキが解除するかを点検する。

トレーラ・ブレーキ・レバ

d

、.J 
、
/ヤチ

• 
キ

-
レ

-
ブ
/
/
サ

ヱア・タンク

フレーキ・チャンパ エアブレーキ・カッフaリング

※ 1 . サプライ・ライン(エマージェンシ・ライン)
サプライ・ラインを経由してトラクタからヱア・タンクに常時エアを供給する。

※ 2. コントロール・ライン(サービス・ライン)
トラクタのブレーキ・ペダルの踏み代に応じた圧力をリレー・エマージェンシ・パルプに伝える。

-点検のポイント
トレーラ及びトラクタのエア・タンク内圧力が規定値以下では、上記の作動ができない場合があり
ます。その場合、トラクタのエンジンをかけ、エア・タンクに規定の空気圧を充填してから点検して
ください

オートマチック・スラック・アジャスタ

・点検内容:機能
1.オートマチック・スラックアジャスタ本体に損傷・変形がなし、かを目視などにより点検する。
2. 機能チェックについては、 P25メンテナンス時の調整を参照のこと。
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ABS装置

・点機内容:嘗告灯の作動確認、車輪速センサーの作動確認
1. トラクタと連結させ、トラクタのスタータ・スイッチを“OFF"から“ON"位置にしたとき、運転席

の「トレーラ・ウォーニング・ランプJが点灯するか点検する。
2. 同時に「インフォメーション・ランプρJが点灯した後、消灯するかを点検する。

判定基準
電源投入時、数秒で警告灯が消灯すること。
または、走行開始後、車速lOkm/h以上になったときに消灯すること。

整備実施
ABSチェッカーまたはABS自己診断機能を使用し、異常部品を確認し、部品交換してください。
車輪速センサとセンサー・リングの隙聞を調整(基準値O'"'-'O.5mm)

・点検内容:電気配線接続部の緩み及び損傷
1.電気配線に損傷がないか、配線接続の各コネクタに緩みがないかを目視などにより点検する。
2.電気配線のグランプに緩みがなし、かを目視などにより点検する。
3. 電気配線が他部品と干渉する恐れがなし、かを目視などにより点検する。

判定基準
緩み及び損傷のないこと。

整備実施
緩みのある場合は増し締め、またはグランプ。の付け替えで、対応。
損傷については、新品部品と交換してください。

-点横内容:モジュレータの作動確認
1.トラクタと連結させ、規定の空気圧の状態で、補助者にブレーキペダルをいっぱいに踏み込

ませ、各コントロール・パノレブ、からエア漏れがなし、かを点検する。
2. トラクタのスタータ・スイッチを“OFF"から“ON"にしたときに、コントロール・パルプがカチ・カ

チとの作動音がするかを点検する。
3. トレーラ・ブレーキを掛けた状態でスタータ・スイッチを“OFF"から“ON"にしたときに、コント

ロール・バルブが作動、排気(減圧時一回排気音がする)するかを点検する。

判定基準
モジュレータが正常に作動すること。

-点検のポイント
トレーラ及びトラクタのエア・タンク内圧力が規定値以下では、上記の作動ができない場合があり
ます。その場合、トラクタのエンジンをかけ、エア・タンクに規定の空気圧を充填してから点検して
ください。
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2〉走行装置

| アクスル

-点検内容:アクスル・チューブの亀裂、損傷及び変形
1.点検するアクスル部分をリフト・アップなどの状態で、アクスル・チューブ(ホーシング)に亀

裂、損傷など無いか、目視などにより点検する。

判定基準
著しい損傷、亀裂、変形なきこと。

-点検内容:スピンドルの亀裂ぴ損傷
1.点検するアクスル部分をリフト・アッフ。などの状態で、ホイール、ハブ、ドラム、ブレーキ・

シューなどを取り外し、スピンドルの点検をする。

A)スヒ。ンド、ル部に、摩耗、損傷などないかを点検する。
※摩耗限度については、参考資料の項を参照してください。

スピンドル
、
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ブ
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工
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①、②はベアリング挿入部径

亀裂の点検方法
各種方法がありますが、カラー・チェック(染色浸透探傷法)による亀裂点検が一般的です。

判定基準
傷つきなきこと。摩耗限度を超えていなし、こと。
亀裂なきこと。

整備実施
新品部品に交換してください。
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タイヤ

.点検内容:タイヤの状態
1.タイヤの空気圧(スペア・タイヤを含む)

空気圧計を用いて、タイヤの空気圧が規定値にあるかを点検する。
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タイヤサイズ
空気圧

kpa kgf/cm 
2 

215/75R17.5 135/133 850 8.5 
2 235/70R17.5 136/134J 

875 8.75 
3 235/75R17.5143/141J 
4 265/60R22.5 143/140J 
5 275/80R22.5 151/148J 

900 9.0 
6 295/80R22.5 153/150J 
7 295/70R22.5 151/ 48J 
8 11 R22.5 16PR 800 8.0 
9 11.00-20 16PR 650 6.5 
10 12.00-20 20PR 

1000 10.0 
11 12.00-20 22PR 

12 8.25-15-18PR 1000 10.0 

判定基準
タイヤ空気圧が規定値であること。

2. タイヤの亀裂及び損傷
タイヤの接地面の全周と、両側面に亀裂、損傷がな
いかを目視などにより点検する。

3. 金属片、石、その他の異物
タイヤの接地面の全周と、両側面に釘、石、その他
の異物が刺さったり、噛みこんでなし、かを目視など
により点検する。

整備実施
修理、または新品のタイヤに交換してください。

4. タイヤの溝の深さ
タイヤの全周にわたり、溝の深さが規定以上あるか
をディプスゲージなどで点検する。

判定基準
残り3.2mm以下では高速走行には使用で、きません。ま
た、残り1.6mm以下で新品のタイヤに交換してくだ、さい。

5. タイヤの異常な摩耗
タイヤに偏摩耗などの異常な摩耗がないかを目視
などにより点検する。

・点検のポイント
タイヤには残り溝深さが1.6mmの摩耗状態を知らせるた
めのウェア・インジケータが設けられています。ウェア・イ
ンジケータが現れたらただちにタイヤを交換してくださ

※タイヤが冷えた状態で行ってください

1.6mm以下

交換

タイヤの接地面に

異常な摩耗が
ないか点検
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ホイール

・点検内容:;t¥イール・ナット及びホイール・ボルトの緩み
1.ホイール・ナット、ボルトに緩みがなし、かをトルク・レンチなどにより点検する。

2. 車軸総重量8トン以上のトレーラーについては次の点検を行う。
A) ]IS方式のシングノレ・タイヤ及びISO方式のタイヤの場合は、トノレク・レンチなどにより、ホイー

ル・ナットを規定トルクで締め付ける。

B) ]IS方式のダpブノレ・タイヤの場合は、 ホイーノレ・ボノレトの半数(1個おき)のアウター・ナットを
緩めて、インナ一.ナツ卜をトルク.レンチなどにより規定ト村/レクで
次に緩めたアウ夕一.ナツトをト杓ノレク.レンチなどにより規定トルクで締め付ける。その後、ホ
イール・ボルトの残りの半数のアワター・ナット、及び、インナーナットについても同様の措置を
講じる。

・注意事項
1)ホイール・ナットは右側タイヤには右ネジ、左側タイヤには左ネジを使用していますが、車に

よっては左右タイヤ共に右ネジを使用している場合があります。
2) ]IS方式のダブツレ・タイヤのインナー・ナットは袋ナットになっているので、インナー・ナットも

確実に点検を行うこと。
3)アルミ・ホイーノレを装着する場合はホイール・ボルト及び袋ナットをアルミ・ホイール用に交換

するとと。

※タイヤ・ホイールの具体的な点検については、 P27の項を参照してください。

-点検内容:リム、サイド・リング、ホイール・ディスクの損傷
1. リム、サイド・リング、ホイール・デ、イスクに損傷、腐食などなし、かを目視などにより点検する。

判定基準
損傷なきこと。

・点検内容:ハブの亀裂、損傷及び変形
1.ハブを単体状態で亀裂、損傷、変形などないかを点検する。特にハブ・フランジ付根部に亀

裂などがないかを目視または、カラー・チェック(染色浸透探傷法)などにより点検する。
2. ホイールとの飯合部に摩耗などの異常がないかを点検する。特にホイーノレ組付け状態にガ

タなどの異常がないかを点検する。

ム注意 ・ホイールとのガタが大きい場合、ホイ-JJ.，.~ルト!こ荷量負担が多くなり、ホイール・
五五 ボルト折損の原因となることがあります。
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-点検内容:ホイール・ベアリング〈ハブ・ベアリング〉のガタ
1.リフト・アッフ。などの状態で、タイヤの上下に手をかけて動かし、ガタがなし、かを点検する。ガ

タがあった場合は、ブレーキを作動させて再度点検し、ベアリングのガタであるかどうかを確
認する。ブレーキを作動させて再度点検したときにガタが無くなればサスペンションのガタで、
はなく、ベアリングのガタとなる。

2. ホイールを回転させて異音がなし、かを点検する。
3. ハブ・ナットが緩んで、なし1かを点検する。
4. ベアリングのアウター・レース、インナー・レースのローラーに異常な摩耗、錆、損傷などがな

いかを点検する。

A注意 -ホイール・ベアリングの締め付けすぎは、ベアリング焼き付きの原因となりますので
注意してください。
-ホイール・ベアリングのガタがある場合、ベアリングのローラーの回転に偏りがおこ
り、ベアリング内部に金属疲労による"J離などが起こる場合があります。

判定基準
ベアリングのガタなきこと。

整備実施
ノ、ブ、ボルトの締め付が適正に行われているか確認。
規定のトルクで締付けを行い、起動トノレクを測定し、適正なトノレクになるよう調整してくだ、さい。

※ハブの組立~起動トノレク測定はPI0~P12を参照してください。

-点検内容:車軸のアライメント
1.平坦な場所でトレーラをトラクタから切離し、キングピンから車軸左右中心までの長さ及び車

軸聞の長さの左右差が基準内にあるかを巻尺などにより点検する。

キングピン

ヰ
ill-

A=A'キンクピン中心からホ輪中心関経鵬
B=B重 E幹事車中心間距離

判定基準
A、A'の左右差=3mm以内
B、B'の左右差=1.5mm以内

整備実施
サスベン、ンョンの種類に応じてアライメント調整の方法が異なります。
各種タイプごとの説明書に調整方法を記載していますので、それぞれの車両に応じた調整を
行ってくだ、さい。
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3〉緩衝装置

| リーフ・サスペンション

・点検内容:スプリングの損傷
1.リフト・アップなどの状態で、リーフ・スプリングに折損、亀裂などがなし、かを目視などにより点

検する。
2. リーフ・スプリングに塗装剥離、腐食がないか目視などにより点検する。
3. リーフ・スプリングに左右、または前後方向にズレがなし、か目視などにより点検する。

判定基準
損傷なきこと。

整備実施
著しい損傷があるものは新品と交換すること。

-点検内密:取伺部及び連結部の緩み、ガタ及び損傷
1.取付部の緩み及び損傷
A)スプリング・ブPラケット本体、スプリング・ブFラケットとフレームの溶接部及び各ブラケット左右

連結ノぐイフ。の溶接部に亀裂、損傷がないか目視などにより点検する。

B)スプリングP外れ止めボノレトなどに緩みがなし、かをスパナなどにより点検するとともに、摩耗が
ないか目視などにより点検する。

2. 連結部のガタ
A)リーフ・スプリングまたはイコライザをてこ棒などで、揺するなどしてスプリング・ピン(1軸車)ま

たはイコライザ・ピン(2軸車、 3軸車)の軸方向、または直角方向にガタがなし、か点検する。
各ピン部分を分解する場合は、ヒ。ンとブ、ツシュに異常な摩耗がないかを目視などにより点検
する。

B)スプリング・ヒ。ン(1軸車)イコライザ・ヒ。ン(2軸車、 3軸車)のロック・ボ、ルトに緩みがないか点

検ハンマ及びスパナなどにより点検する。

3. Uボ、/レトの緩み及び損傷
A)リーフ・スプリング、のUボルト、サドル、スプリング・シートなどに損傷、緩みズレがないか目視・

点検ハンマー、スパナなどにより点検する。
B)リーフのクリップ・バンド、に緩みがなし1かを点検ノ¥ンマーなどにより点検する。

また損傷がなし、かを目視などにより点検する。
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クリップ・バンド
リーフ・スプリング

Uボルト

4. トルク・ロッド(ラジアス・ロッド)の連結部のガタ
A)トノレク・ロッド、の連結部にガタがなし、かを、点検ハンマ及び手で揺するなどして点検する。ト

ルク・ロッドを分解する場合は、ラパー・ブヘュノシュの連結穴に摩耗及びゴ、ムの劣化などないか

目視などにより点検する。
B)トルク・ロッド、に曲がり等の変形がなし、かを目視などにより点検する。
C)トルク・ロッド・ピンのロック・ボ、/レトに緩みがなし、かを点検ハンマ、スパナなどにより点検する。
D)調整式トノレク・ロッドの場合は、トノレク・ロッド・エンド・ロック・ボルトに緩みがないかを点検ハ

ンマ及び、スパナなどにより点検する。

判定基準
ガ夕、緩み及び損傷なきこと。

整備実施
ガ夕、緩みなどについては増し締めなどで、対応。
損傷については新品に交換のこと。

-点検内容:スプリング摺動面の摩耗
1. リフト・アッフ。などの状態で、スフ。リング・ブPラケット及びイコライザのリーフ・スプリングとの摺動

面に異常な摩耗などがなし、かを目視などにより点検する。

判定基準
摩耗なきこと。

整備実施
著しい摩耗のあった場合は、新品と交換してください。

ム注意
-ラパー・ブッシュやイコライザーブッシュなどのゴム部品は、トレーラーの使用に関わ
らず経年劣化します。定期的に交換するようにしてください。
※交換時期については、参考資料の項を参照してください。
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エア・サスペンション

-点検内容:工ア漏れ
1. トラクタと連結させ、エンジンを始動させ、エア・タンク内圧力が規定値に達したときエンジン

を停止させ、圧力計により空気圧の保持状態からエア漏れがないかを点検する。
2. リフト・アップなどの状態で、ベローズ、レベリング・パノレブ、及ひ、パイプρの接続部などに石鹸水

などを塗ってエア漏れがないかを目視などによって点検する。

判定基準
エア漏れなきこと。

整備実施
継手部からのエア漏れの場合、シール材交換などで対応。
損傷によるエア漏れの場合は、新品と交換してください。

-点検内容:ペローズの損傷
1.リフト・アップなどの状態で、ベローズに損傷がないかを目視などにより点検する。

判定基準
損傷がなく、噛みとみなどないこと。

整備実施
損傷がある場合は、新品に交換してください。

A注意立高波石器倍程t;トレーラーの使用に関わらず経年劣化し

※交換時期については、参考資料の項を参照してください。

-点検内容:取伺部、連結部の緩み及び損傷
1.ベローズの取付部や、 2パック式エアサスの場合は、リーフスプリング取付部、 Uボノレト取付

部などに緩みがないか、点検ノ¥ンマーなどで、点検する。
2. 各取付部と、連結部に損傷がないかを目視により点検する。

判定基準
緩み及び損傷がないこと。

整備実施
緩みについては、増し締めで対応。
損傷がある場合は、新品に交換してください。

-点検内容:レペリング・パルプの機能
1.トラクタと連結させ、規定の空気圧の状態で、レベリングバルブのレバーを操作し、車高が上

下するかを点検する。
2. 車両を水平な場所に置き、エア・タンク内圧力が規定の範囲にあることを確認した後、べ

ローズの高さが規定の範囲にあることをスケールなどにより点検する。

-点検のポイント
ベローズの高さ調整は、車高に影響するので、必ず規定の高さにセットしてください。この調整は、
サスペンション系統にエアを充填し、エア圧が規定値以内であることを確認した後、レベリング・
バルブ・ロッドの取付を緩め、ロッド調整により、ベローズ高さが規定値になるよう調整する。
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-点検内容:レペリング・パルプのロッド取柑部の損傷
1. レベリング・バルブのロッド、取付部に損傷がなし、かを目視などにより点検する。

判定基準
折れ曲がりなどの損傷がないこと。

整備実施
損傷がある場合は、新品に交換してください。

-点検内容:ハイト・コントロール・パルプの機能※取伯車のみ
1. トラクタと連結させ、規定の空気圧の状態で、ハイト・コントローノレ・パノレブ"(ハンド・バルブ)の

レバーを操作し、トレーラの後部が上昇、停止、下降するかを点検する。
また、トレーラをレバー操作で、上昇させたとき、上限の位置で自動的に停止するかを点検す
る。

2. 上限の位置については、各車両の外観図などを参照してください。

判定基準
上昇・停止・下降の操作が出来ること。

ショック・アブソーパ

・点検内容:油漏れ及び損傷
1. ショック・アプソーパに油漏れがなし、かを目視などにより点検する。
2. ショック・アブ"ノーバに損傷がないかを目視などにより点検する。
3. ショック・アブソーパ取付部に損傷がないかを目視などにより点検する。

判定基準
油漏れ及び損傷なきこと。

整備実施
取付部ゴ‘ム・ブッシュなどの損傷は分解し、部品交換。
ショック・アブソーバ本体の油漏れ、損傷については、新品と交換してください。

-点検内容:取位ボルトの緩み
1. ショック・アブPソーパ取付ボノレトに緩みがなし、かをスパナなどを用いて点検する。

判定基準
緩みなきこと。

整備実施
ボルトの増し締めにより対応。
ゴム・ブッシュ等の劣化によるボルトの緩みは、部品交換のこと。

~~- ・ブッシユなどのゴム部品l弘トレーラーの使用!こ関わらず経年劣化します。定期的に
注息 交換するようIこしてください。

※交換時期については、参考資料の項を参照してください。
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ウコヲーキング・ビーム・サスペンション

・点検内容:連結部のガタ及び損傷
1.リフト・アップρなどの状態でウォーキング・ビーム及びトラニオン・プラケットに損傷がないかを

目視などにより点検する。
2. トラニオン・ヒ。ン及びウォーキング・ビーム前後の連結部分に緩み、ガタ及び損傷がないかを

点検する。

..) '1' T)~い

¥い〉ゲ c

-点検のポイント
トラニオン・ピン及びウォーキング・ビーム前後の連結部に著しいガタがある場合は分解整備を行
い、各部の摩耗がないかを点検してください。
グリス・アップを施し、各部がスムーズに稼働するか点検してください。

-点検内容:ブラケット取他部の緩み及び損傷
1.トラニオン・ブ、ラケットが溶接による取付の場合、溶接部に亀裂、損傷などないかを目視など

により点検してください。
2. トラニオン・ブfラケットのボノレト止めしている部分の緩みがなし、かをスパナや点検ノ¥ンマーな

どにより点検してください。

判定基準
緩み及び損傷なきこと。

整備実施
緩みについては増し締めで対応。
損傷については弊社に連絡の上、溶接補強または部品交換を行ってください。
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4)電気装置

J~ ‘'yテリ

・点検内容:液量
1.バッテリ液が規定の量入っているか目視などにより点検する。

判定基準
バッテリ側面に表示されているアッパーロ←ワー・レベルの聞にバッテリ液面があること。

整備実施
バッテリ液を補充するか、新品のバッテリと交換してください。

-点検内容:ターミナル部の接続状態
1.ターミナル部に、緩みがなし、かを手で動かすなどして点検する。
2. ターミナノレ部が、腐食により接続状態が不良でないかを目視などにより点検する。

判定基準
ターミナノレ部の緩み、腐食による接続不良のないこと。

整備実施
腐食がある場合はケーブルまたはバッテリを新品と交換、緩みの場合は、取付直しを行ってくだ
さし、。

電気配線

・点検内容:接続部の緩み及び損傷
1.電気配線に損傷がないか、配線接続の各コネクタに緩みがなし功ミを目視などにより点検する。
2. 電気配線のグランプに緩みがなし、かを目視などにより点検する。
3. 電気配線が他部品と干渉する恐れがないかを目視などにより点検する。

判定基準
電気配線に損傷や接続の緩み、グランプの緩みなきこと。

整備実施
緩みは接続のし直し、増し締め、グランプの付け替えなどで対応。
損傷については新品の配線に交換するなどしてください。

灯火装置及び方向指示器

・点検内容:点灯または点滅不具合、活れ及び損傷
1.各灯火装置を“ON"の位置にし、灯火装置及び方向指示器が、点灯または点滅しているか

を目視などにより点検する。
2. パック・ブザーなど音声を発する装置は“ON"の状態にしたとき、正常に音を発するかなど、

耳で聞いて点検する。
3. 灯火装置および方向指示器のレンズに汚れ・割れなどなし、か目視などにより点検。

判定基準
正常に点滅または点灯すること。
汚れ、および損傷のないこと。
正常に音声が確認できること。

整備実施
灯火が確認できない場合は電球または灯火装置の交換で対応。
汚れについは清掃にて対応、損傷や故障は新品に交換してください。
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5)その他

エア・コンブレッサ

・点検内容:エア・タンクの凝水
1.エア・タンクの真下にボール・バルブの付いているタイプρの車両はパノレブyを聞き、タンク内に

水が溜まっていないかを点検する。
2. エア・フィルターで水分を分離するタイプρの車両では、フィノレターの先端のドレン抜きパイプp

を指でつまんで傾け、水を抜いてください。

-点検のポイン卜
点検はトラクタと連結し、エンジンをかけるなどしてエアタンクにエア圧力が溜まった状態で行っ
てください。溜まった水分はエアに押し出されて簡単に抜けていきます。

車枠及び車体

・点検内容:緩み及び損傷
1.車枠及び車体
A)車枠、 車体各部に、亀裂、損傷などがなし、かを目視などにより点検する。
B)主フレーム、アウトリガー、クロスメンバなどのボノレト類に緩みがなし、かをスパナなどで点検。

また、溶接部に亀裂などなし、か目視などにより点検する。
C)車軸部品、ブレーキ部品を取り付けているブ、ラケットなどの溶接部に亀裂などないか、ブラ

ケットの損傷がないかなど目視などにより点検する。

2. 物品積載装置
A)フック、丸環フック、スタン、ンョンなどの物品積載装置に亀裂、損傷、変形がないか、 目視な

どにより点検する。
B)各物品積載装置の取付ボルト類に緩みがなし、かをスパナなどにより点検。また、溶接で取

付られているものは、溶接部に亀裂などなし、かを目視などにより点検する。

3. 巻込及び突入防止装置
A)巻込及び突入防止装置の取付ボルトに緩みがないかをスパナなどにより点検する。
B)巻込及び突入防止装置の溶接部に亀裂、損傷などがなし、かを目視などにより点検する。
C)巻込及び突入防止装置に亀裂、損傷、変形などがなし、かを目視などにより点検する。

判定基準
ボルト類の緩み、各部の亀裂、損傷のないこと。

整備実施
ボ、/レト類の緩みについては、増し締めで対応。損傷については、修理または新品に交換してくだ
さしL

A 畠 ・車両の走行距離、年数、運行する地域およびシビア・コンディションIこよって車体の
注息状態は遭ってきます。特に沿岸部や雷固など、 舗の影響を受けやすい地域では車

体の鋼、劣化など多いため注意してください。
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連結装置

・点検内容:キング・ピンの緩み及び摩耗
1.キング・ピンに亀裂、摩耗及び損傷がないかを目視などにより点検する。

ボルト取付式のものは、取付ボルトに緩みがないかをスパナなどにより点検する。
ナット取付式のものは、キング・ピンを手で揺するなどして、ガタがなし、かを点検し、ガタがあ
れば床板を取り外すなどして、ナットに緩みがなし、かをスパナなどにより点検する。

キング・ピン・プレート キング・ピン

「下件孟巨耳h

ボルト取付式 ナット取付式

2. キング・ピンとカプラとの連結部が摩耗限度に達していなし、かをノギスなどにより点検する。
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キング・ピン外径

整備実施
ボルトの緩みは増し締め等で対応。
摩耗については、直径を数カ所測定し、一部で、も47.8mm以下の場合は新品に交換してくだ、さい。

A、持意 ・キング・ピンの損傷や摩耗は、 重大事故につながる恐れがありますので、ただちに
記E 運行を中止し、弊社にご連絡ください。

・点検内容:)レネット・アイの緩み及び摩耗
1.ノレネット・アイに亀裂、摩耗及び損傷がないかを目視などにより点検する。

また、取付部に緩みがなし、かをスパナあんどにより点検する。
※ルネット・アイの目玉部にてこ棒など入れて前後方向に揺するなどしてガタがなし、かを点
検する。
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補悶脚

・点検内容:作動状態
1.トラクタと連結させ、補助脚のハンドルを操作し、上下、高速・低速作動に異常がないかを点

検する。

コネクティング・ ロッド ギヤボックス

/ 

チ5

代表的な補助脚の構造概要図

-点検内容:内外筒の損傷
1.補助脚を最大に伸ばし、内筒、外筒及びギヤ・ボックスに亀裂、損傷がなし、かを目視などに

より点検する0

・点検内容:取付部の緩み及び損傷
1.補助脚取付ボルト、各ステーの締付ボ、/レト、左右連動補助脚においては、コネクティング・

ロッド、の締付ボノレトに緩みがないかをスパナなどにより点検する。
2. 取付部に損傷がなし、かを目視などにより点検する。

・点検内容:回転部及び摺動部の損傷
1.補助脚のハンドルを操作し、回転部に著しいガタがないかを点検する。
2. 外筒と内筒の摺動部に著しい摩擦がないかを目視などにより点検する。
3. ギヤ・ボックスを分解する場合は、ギヤ・シャフトのベアリングに損傷がなし、かを目視などによ

り点検する。
4. ハンドルの取付部やコネクティング・ロッド、部にガタや著しい摩耗などがなし、かをハンド、ルを

作動させて点検する。

整備実施
不具合がみられた補助脚については分解・整備し、不良部品は交換してください。

取付ボルト
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ターン・テーブル

・点検内容:作動状態
1. フル・トレーラまたはポール・トレーラをトラクタと連結させ、ステアリング・ハンドルをいっぱい

に切った状態で緩やかに走行させ、運転者とは別の点検者が、ターン・テーブルの回転状
態を点検する。

判定基準
回転作動状態に異常がないこと0

・点検内容:亀裂、損傷及び変形
1.ターン・テープノレ本体及び取付部に亀裂、損傷、変形などがないかを目視などにより点検する。

・点検内容:取柑ボルトの緩み
1.ターン・テーブノレ本体及び取付部のボルト類に緩みなどがなし、かをスパナなどにより点検する。

判定基準
亀裂、損傷、変形のないこと。
ボノレトの緩みなきこと。

整備実施
亀裂、損傷がある場合は修正、または新品に交換してください。

ドローパ
・点検内容:作動状態

1.トラクタと連結させ、ステアリング・ハンドルをいっぱいに切った状態で、緩やかに走行させ、運
転者とは別の点検者が、ドローバの作動回転状態を点検する。(ステア付きド、ローバ、または
ドーリーのみ)

判定基準
作動状態に異常がないこと。

・点検内容:亀裂、損傷及び変形
1.ドローパに亀裂、損傷、変形などがないかを目視などにより点検する0

・点検内容:ドローパ・ピン、ブッシュの摩耗
1.ドローパ・ヒ。ン・プッシュに亀裂、損傷、 摩耗などがないかをノギスなどにより点検する。

判定基準
亀裂、損傷、変形のないこと。

整備実施
著しい損傷がある場合は修正、または新品に交換してくだ、さい。
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スペア・タイヤ

・点検内容:取伺状態
1.スペア・タイヤハンガーに取引寸けられた状態でタイヤを揺すり、タイヤが外れたりしないかな

どを点検する。
2. 取付ボルトなどに緩み、スペア・タイヤ・ハンガ一本体などに亀裂や損傷などないかを点検し

てください

判定基準
亀裂、損傷、変形のないこと。
ボルトの緩みなきこと。

整備実施
亀裂、損傷がある場合は修正、または新品に交換してください。
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車軸自動昇降装置

・点検内容:エア漏れ
1. トラクタと連結させ、エンジンを始動させ、エア・タンク内圧力が規定値に達したときエンジン

を停止させ、圧力計により空気圧の保持状態からエア漏れがなし、かを点検する。
2. リフト・アップなどの状態で、エア・ベローズ、プレッシャ・リミティング・バルブ(またはレギュ

レータ・チャージング・バルブ)及びパイプρの接続部などに石鹸水などを塗って、エア漏れが
なし、かを目視などにより点検する。

・点検内容:アーム・ゴムクッションの摩耗
1.アーム・ゴムクッションの摩耗がなし、かを目視などにより点検する。

-点検内容:ペローズ・またはチャンパの損傷
1.リフト・アッフ。などの状態で、ベローズに損傷がないかを目視などにより点検する。
2. エア・チャンパに損傷がなし、かを目視などにより点検する。

-点検内容:取信部、連結部の緩み及び損傷
1.アーム・プPラケット、エア・ベローズ、アーム・ゴ、ムクッション、エア・チャンパなど取付部、また

は連結部などのボノレト類に緩みなどがないか、トルク・レンチなどにより点検する。
2. 各取付部と連結部に損傷がないかを目視などにより点検する。

判定基準
エア漏れなきこと。
緩み及び損傷なきこと。

整備実施
エア漏れのある部品は新品と交換してください。
ボノレト類の緩みについては、増し締めにて対応。

ム注意
-エアペローズやシールなどのゴム部品は、トレーラーの使用に関わらず経年劣化し
ます。定期的に交換するようにしてください。
※交換時期については、参考資料の項を参照してください。
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その他

・点検内容:シャシ各部の給油指状態
1.トレーラ各部の給油脂状態が充分であるかを目視などにより点検する
2. 給油脂のダスト・ブーツの破損、グリース・ニッフ。/レの脱落及び緩みを点検する。

下記は一般的なトレーラの給油脂箇所、給油脂時期の例である。
詳細な給油脂箇所、給油脂時期については、各トレーラの取扱説明書を参照してください。
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カム・シ ャブ ト・ プ ッシ ュ 初給

(前後左右)

アンカ・ ピン・ シュ ー・ ローラ

(前後左右)
ホイ ール ・ベアリング 繍給 J

(jjiJ後左右 y
イコライザ・ヒ・ン 補給

(左右)

駐車プレーキ
スクリA ー ・シャフト 主主:m

駐車プレーキ
プー リ・ ピン ~布

補助脚ベベル ・ギヤ 補給

締助抑 グリース・ニップル補給

(;反右)

スプリン グ・シー ト 塗布

(左右)

スラ yク・アジャス タ 繍給

(前後友右)

イコライ ザの
スプリン グ ・シー ト 塗布

(左右)

クレピ ス ・ビン 塗布

(前後左右)

カム ・ シ F フ ト・ ベア リ ン グ l1fi~
(前後左右)

スプ リング ・シー ト 塗布

(左右)

記号 種 類
COG カプフグ、リース

CG シャシグリース
WBG ベアリンググリース
EHPG 極圧グリース
HRG 耐熱グリース

<参考>

※弊社推奨グ、リスについては、参考資料の項を参照してください。
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E -参考資料
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1)定期交換部晶

交換時期
定期交換部品項目 年毎交換 備 考

単位:年

ブレーキ・チャンパのダpイヤフフム及びゴ‘ム部品 2 サービス部のみ

ブレーキ・チャンパのスプリング-チャンパ部 3 非分解型のみ
ブレーキ・ホース 2 

エア・ブレーキ・ホース・カッブリンクpのパッキン類
リレー・エマジェン、ン・パノレブ、のゴ、ム部品

信リ ブレーキ用機器のゴム部品及びパッキン類

動
ABS/EBSコントローノレ・パノレブ、 5 

ハイト・センサ 5 取付車のみ

装 クイック・リリース・パノレブ 5 
ダ、ブ、ル・チェック・パノレブ、 5 

置 パーキング・ブレーキ・パルプ 5 

プレツ、ンャー・コントロール・バルブ 5 
フ。ロァク、ンョン・パノレブF 5 

ブレーキ・シューのリターンスプリング

アンカー・ピンAssy 2 ※ゴム部品はl年で交換
カム・ローフAssy 2 

走 ホイール・ハブ・ベアリングのオイルシール

行 ノ¥プ・キャップ・シール
装 ホイール・ハブ・ベアリングのグリス
置 オイル・シール・リァーナ 取付車のみ

リーフ・サスへ。ンション車のイコライサ'のコeム及び、メタル・フ》シュ 2 
リーフ・サスベン、ンョン車のみ

リーフ・サスへ。ンション車のテンeアス・ロット'のコeム・フνンュ 2 
緩 エア・サスペンション車のベローズ 3 

律I
エア・サスペンション車のアームのゴ、ムブ、ツ、ンュ 2 

エア・サスベン、ンョン車のみ
ハイト・コントローノレ・パノレブ 5 

装 レベリング・バルブ 3 

ウォーキング・ピーム・サスへ。ンション車のゴム及びメタル・フずツシュ 2 
ウォーキング・ビーム・サスへ。ンション車の

置 み

ショック・アブ、ソーパ 3 
取付車のみ

ショック・アブ、ソーパのゴ、ム・ブ、ツ、ンュ 2 

車 リフト・アクスル・コントローノレ・パノレブ 5 

軸 エア・ホース 2 

昇 エア・ベローズ 3 
取付車のみ

降 エア・チャンパのダイヤフフム及びゴ、ム部品 2 
装 チャージング・パルプ‘ 5 
置 リミツアイング、・パノレブ、 5 
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2)摩耗限度

摩耗箇所 摩耗限度 備 考

ブレーキ・フイニング、 摩耗限度まで
ライニング側面摩耗限度段差

を越える前に交換

市リ ブレーキ・ド、フム(20インチ用)内径の420 内径の423まで※
内面加工の場合はゆ422ま

動 で可

装
置

ブレーキ・ド、フム(16インチ用)内径φ310 内径ゅ 313まで※
内面加工の場合はゆ 312ま|

で可

カムシャフト lmm以上のカeタ
カム、ンャフトまたはカムシャフトブーツ

シュまたは両方を交換

走
スピンドル (FuwaToyo車軸) ゆ89.945まで

アウター・インナーへ7リング飯合

部

1T 
装

ゆ64.960まで アウター・ヘーアリング飯合部

置 スピンドル (メリトール車軸)

ゆ89.945まで インナーヘアリング飯合部

※ブレーキ・ドラムはP20ヒートクラック、亀裂判定の表も参照し、判断のこと。

3)推奨グリース

給油脂箇所
交換時期 推奨グリース

補給 交換 メーカー 型 番

キングピンプレートまわり 1ヶ月毎 WAKO'S 
L-520 
M-221 

ギヤ・操舵レバー・ Mobil Mobilux EP2 
ヒョン・イコライザまわり 1ヶ月毎

WAKO'S 
L-120 

スラックアジャスター等 L-520 
Mobil Mobilux EP2 

Shell Shell Calothia EP2 
ハブ・ベアリング 12ヶ月毎

Shell Alvania EP2 
(Fuwa Toyo) WAKO'S M-020 

日本グリス MP-DX No.2 
FUCHS RENOLIT LX-TAC2 
ROR Blue Lithium EP2 
Mobil Mobilux EP2 

ハブ・ベアリング 12ヶ月毎 Shell Shell Calothia EP2 
(メリトール) Shell Alvania EP2 

日本グリス MP-DX No.2 
FUCHS RENOLIT LX-TAC2 

カムシャフト及び 1ヶ月毎
Mobi] Mobilux EP2 

ブ、ラケットブッ、ンュ TOTAL CERAN HVA 

アンカーピン・カムローラ 12ヶ月毎 TOTAL CERAN HVA 

※交換時期に関しては通常の時期を示す。シビ、ア・コンデ、イ、ンョンの場合は頻度を増やすこと。
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4)締伺けトルク

締付け箇所
締付けトルク

N'm Kgf'm 

ブレーキチャン1¥ー取付ナット 175以下 17.9以下

2 バックプレート取付ボルト(M8ボルト) 22.5:t2.2 2.3+0.2 

3 バックプレート取付ボルト(M10ボルト) 13+2 1.3:t0.2 

4 ドラム・ハフ 66.4+6.6 6.8:t0.7 

5 ロックワッシャ固定ボルト 23.9土2.4 2.5:t0.3 

6 J、フ、キャップ固定ボルト(M8) 23.9:t2.4 2.5:t0.3 

7 J、フ、キャップ固定ボルト(M10) 23+7 2.3:t0.7 

8 ベアリング・ナット(FuwaToyo車軸) 350※ 35.7 

9 ベアリング・アジャストメント・ナット(メリトル車軸) 70※ 7.1※ 

10 ロックナット(メリトル車軸) 350 35.7 

※これらのナットは締付け後三在意の角度に緩める。(起動ト)j.，?調整を行う)

fわ
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トレーラー整備要領書

2013年2月1日発行 初版

株式会社 トーヨートレーラー
本社

干532-0004大阪市淀川区西宮原1丁目4-21'Jt.ル新大阪3F
TEL 06-6392-8201 (代) FAX 06司 6392-8501

西条工場・パーツセンター
干793-0003愛媛県西条市ひう ち2番地4

工場 TEL 0897-58-3311 FAX 0897-53-7177 
n・ー?セント TEL 0897-58-3355 FAX 0897-58-3356 

70 ⑥動株式会社トーヨ-トレーラー

http://www.keiyou.net/

http://www.keiyou.net/

	トレーラー定期点検・整備.pdf
	トレーラー定期点検・整備1
	Image240913132620.pdf
	Image240913134428




